
個別システムの限界により、

迫られる再構築への取り組み

開発費を抑え、業務標準化を図るために

パッケージソフトの導入を決断 段階的なシステム移行が奏功し、

目標値を上回る成果を達成

建設機械「CATERPILLAR（キャタピラー）」ブランドを掲げ、品質にこだわり、常に市場の

一歩先を進むキャタピラーグループ。その一員であるキャタピラージャパン株式会社は、米国

のキャタピラー社と日本の三菱重工という2つの世界的なメーカーの技術と文化を継承し、

グローバルに活躍しています。東京ドーム20個分ほどの広大な敷地をもつ同社の相模事業所

では、IFS Applicationsを導入し、仕入れ・加工・組立の一貫生産方式で、トラクタや油圧

ショベル、それらに関連するコンポーネントなどを生産しています。
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IFS Applications導入による効果


